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	応用
	抗原情報
	背景
	NLRP3 インフラマソームのセンサー成分。膜の完全性における欠陥に反応してインフラマソームの活性化を媒介し、炎症性サイトカイン IL1B および IL18 の分泌とピロプトーシスを引き起こします。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:1K に希釈して室温で 1 時間使用します。
	

	すべてのレーンでは、抗体を 1:1K に希釈して室温で 1 時間使用します。
	

	キヌレン酸/GPR35軸はNLRP3インフラマソームの活性化を抑制し、社会的ストレスを受けたマウスの大腸炎を悪化させる。-脳行動と免疫
	

	NALP3 抗体を使用した Raw264.7 細胞の免疫蛍光分析。
	

	NALP3 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析。

